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 議題（１）宇部市人権教育・啓発推進指針の改定について 

   

原案を一部修正し、承認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 



令和３年度宇部市人権施策推進審議会（第１回） 

議  事  録 

 

１ 開会あいさつ 

 

２ 会長あいさつ 

 

 ３ 職員紹介 

 

 ４ 議  題 

 

 （１）宇部市人権教育・啓発推進指針の改定について（資料１～資料３） 

 

  事 務 局          － 資料説明 － 

 

    会  長     ただ今事務局からあった説明について、何か質問はある

だろうか。 

 

 <質疑応答> 

 

委  員    資料１の真ん中に記載されている分野別人権教育・啓発

の推進の図表の中では、男女共同参画に関する問題と記載

されているが、資料２の２頁には、男女共同参画に関する

問題に女性に対する性被害の暴力等も含めるということで、

女性に関する問題に変更されている。これらの言葉はどの

ように使い分けてあるのだろうか。 

 

事 務 局    現行指針では、男女共同参画に関する問題となっている

が、今後、改定していくにあたって、対象者をわかりやす

くするために、子どもに関する問題や高齢者に関する問題

の並びで、標記を女性に関する問題に変更したものである。 

 

委  員    男女共同参画に関する問題という言葉もあれば、女性に

対する問題という言葉もあるということだろうか。 

 

事 務 局    資料１の分野別人権教育・啓発の推進の中で記載されて

いる男女共同参画に関する問題が現行指針の表題である。      

それを、今回、女性に関する問題に変更したいということ



である。 

 

委  員    現行指針に記載されている１３頁の男女共同参画に関す

る問題の男女の人権の尊重の取組は、このままで変更はな

いということだろうか。 

 

事 務 局    それらの内容については、今後、審議会で審議していき、

内容を詰めていきたいと考えている。今回は、骨格（案）

ということで、主に全体の構成についての意見をいただけ

ればと思う。 

 

委  員    どちらが良いとかの話ではないが、そもそも男女共同参

画に関する問題から女性に関する問題に変更する必要性と

いうか、なぜ今回変える必要があるのだろうか。なぜ男女

共同参画に関する問題ではいけないのかということを説明

してもらいたい。 

 

事 務 局    これまで男女共同参画に関する問題ということで、指針

に定めていたが、社会情勢も徐々に変わってきて、これま

では大きなテーマとして男性も家事育児への参画というこ

とが取り上げられていたが、近年は、女性も男性と同じよ

うに社会に進出して、働いて、その個性と能力を十分に発

揮できる社会を実現していこうという取組や、ＤＶ（配偶

者暴力）の問題等も発生しているので、男女共同参画に関

する問題も含めながら、もう少し広い女性に関する問題と

して取り上げていこうということで表題を変更している。

男女共同参画に関する問題がなくなったということではな

く、それらについても取組ながらもう少し広い範囲として

女性に関する問題として取組むものである。 

 

委  員    要するにもっと広義の意味で男女共同参画に関する問題

をとらえていくということだろうか。 

 

事 務 局    そのとおりである。 

 

    会  長    その他に何か質問はあるだろうか。 

 

委  員    この人権問題の中で、同和問題がすごく気になっている

が、資料２の分野別人権教育・啓発の推進の欄を見ると、1

番から順番が挙げられているが、同和問題が現行５番目で



あるのが、改定（案）では、新たに追加されるインターネ

ットに関する問題や性自認・性的指向に関する問題の後に

なっている。人権問題に優劣をつけるわけではないが、た

だでさえ同和問題は置き去りにされている問題なのに、な

ぜ同和問題の前に新たな項目を上げる必要があるのかその

意図を教えてもらいたい。 

 

事 務 局    これは、令和２年度に実施した人権に関する市民意識調

査の調査項目順に並び変えているものである。 

 

委  員    市民の要望が大きい順番とかであれば納得もいくが、調

査項目順ということであれば同和問題も上にあげてもらい

たい。 

 

事 務 局    このたび指針（案）として、人権に関する市民意識調査

の調査項目順に並べているが、この順番等についても改定

作業にあたって、委員の皆様の意見を反映していきたいと

考えている。 

 

委  員    項目の順番について、今から協議するということだろう

か。それとも別の機会を設けるということだろうか。 

 

事 務 局    本日、この場で意見をいただきたいと考えている。 

 

委  員    先程言われたとおり、既存の項目の途中に新しい項目が

入ってくるのはおかしいと思う。これらの人権問題に市民

の関心が高いとかいうことが明確に出てきているのであれ

ば、別の考え方もできるが、人権に関する市民意識調査の

項目順ということであれば変更する必要はないと思う。 

 

委  員    途中に新たな人権問題の項目が追加されていたら、誰で

もなぜここに追加されたのかと思うと思う。項目の順番に

ついて、協議が必要であれば協議すればよい。 

 

委  員    同和問題については、現行指針のとおり５番目にしても

らいたいと思う。 

 

委  員    現行の指針の項目順の最後に、７番目からインターネッ

トに関する問題と性自認・性的指向に関する問題を入れた

らよいのではないだろうか。 



 

委  員    私もそう思う。あえて同和問題の順番を下げる理由がわ

からない。ただでさえ、２００２年に同和対策事業特別措

置法が失効して、市民啓発や社会教育からも同和問題を取

り上げる機会が少なくなってきている。そのような状況の

中で２０１６年に部落差別解消推進法が施行された。これ

は、インターネット等を利用した偏見や差別が新たに発生

していて、被差別部落が動画で晒され、深刻化しているか

らである。これに対して取組をしていかないといけないと、

国によるこの１０数年の総括の中で、この法律が施行され

たわけなので、この順番を下げると、行政にはそういう意

図はなくても、市民は、同和問題は優先順位が落ちたとい

うように受け止めかねない。そういう意味でも、やはり今

のままの順番でよいと思う。それで、新しい人権問題は、

その後に追加する方がよいと思う。この人権施策推進審議

会の設置条例を見ても、元々は、同和対策審議会から始ま

ったものであるし、宇部市の人権施策がしっかりやってこ

られたのは同和行政や同和教育の土壌があったからこそと

いうこともある。それを、今、様々な人権問題に広げて実

施しているものなので、その核としての宇部市の取組の良

さが失われてしまう可能性もあるので、ここは現状のまま

で良いのではないかと思う。 

 

事 務 局    今、委員の皆様からご意見をいただいたので、現行指針

の外国人に関する問題の次にインターネットに関する問題

と性自認・性的指向に関する問題を追加したいと思う。 

 

委  員    もし、順番をそのとおりにするのであれば、先に性自認・

性的指向に関する問題がきて、次にインターネットに関す

る問題かなと思う。まず個別の人権問題、マイノリティと

いうか人権問題について 1 個 1 個議論していく。インター

ネットに関する問題は、すべての人権問題に関わるような

ことなので、分類の仕方としては、女性、子ども、障害者

とか同和問題とかいろいろあるので、性自認・性的指向に

関する問題の次にインターネットに関する問題という方が

理解しやすいと思う。 

 

委  員    インターネットによる偏見や差別がいろいろな人権問題

に関わっているということなので、全体の問題として、順

番をそのようにしたらよいのではないだろうか。 



 

事 務 局    それでは、性自認・性的指向に関する問題の次にインタ

ーネットに関する問題を追加する順番としたい。 

 

委  員    それから、この間、ハンセン病患者の家族が受けてきた

偏見や差別に対する問題について、国が裁判に敗訴し、謝

罪をして、ハンセン病問題の解決の促進に関する法律の一

部改正が行われた。また２０１９年には、アイヌ民族に関

する新たな法律もできた。先日の日本テレビの情報番組「ス

ッキリ」で、芸人が「あ、犬」と言う問題発言があって、

官房長官が謝ったこともあったが、現行指針には、アイヌ

民族やハンセン病の問題が含まれていない。これらに関し

ても、個別法が出来て、人権教育・啓発をしていかないと

いけないと思う。宇部市にもハンセン病患者や家族もかな

りいると思う。家族は隠しているけれども、守れない状況

もあると思う。このような新たな人権問題についてももう

一度見直した方がよいと思う。ＬＧＢＴに関する人権問題

も新しく含まれているが、ハンセン病の問題やアイヌ民族

の問題が抜け落ちているので、含めた方が良いと思う。 

 

    会  長    今の意見について事務局から回答をお願いしたい。 

 

事 務 局    今後、指針の改定作業を進めていく中で、その他の問題

の中に改めてアイヌ民族の問題やハンセン病の問題も含め

ていきたいと思う。 

 

    会  長    その他に何か質問はあるだろうか 

 

   委  員    女性に関する問題のところで、これまで男女共同参画に

関する問題として、ＤＶ、セクシャル・ハラスメント、ス

トーカー行為やワークライフバランスが取り上げられてい

るが、このような問題は女性に限られるような問題ではな

いと思う。むしろ世の中は男女共同参画へと向かっていっ

ているのに、新たに女性と限定した項目をあげるのは、時

代にも逆行しているのではないかと思う。女性を主とした

取組であったとしても、この女性に関する人権というよう

な表現は、別の表現にした方が、良いと思う。 

 

    会  長    今の意見について何か質問はあるだろうか。 

 



   委  員    今の意見に賛成なのだが、ＤＶ対策として保護命令とい

うのがあるが、今後、身体的暴力だけではなく、精神的暴

力も含める方向で進んでいる。そうすると、今後は、女性

だけではなく男性の被害も可能性としてありうると思う。 

 

委  員    今の意見と同じになるが、ジェンダー平等というのがＳ

ＤＧｓでも謳われているので、新しい概念の言葉、新しい

時代になっていることを踏まえた言い方を検討した方が良

いと思う。宇部市は、ＳＤＧｓに取組むと言っているので、

ジェンダーというような言葉とか、新しい言葉を使ってい

くことも一つとして考えられると思う。ＤＶの問題もより

深刻化して新しい個別法が出来てきているので、そもそも

こういうくくり方でよいのかどうか、性暴力の被害者に関

する問題として具体的に新しく 1 個追加するとか、男女差

別の問題だけではなくて、新しい人権問題として追加する

ということも含めて議論をしたらいいと思う。 

 

委  員    今、宇部市が策定している指針について、例えば、国や

山口県が策定しているものはあるのだろうか。それとも宇

部市が先行して、女性に関する問題として取り上げている

のだろうか。もし、国や山口県でも、女性に関する問題と

いう表記をしているのであれば、国はどういう解釈をして、

山口県はどういう解釈でそのようにしているのだろうか。

整合性を取るという意味ではなくて、何で女性という言葉

を使うのかの説明が必要になってくるのだと思う。 

 

事 務 局    山口県は、宇部市が現行指針を改定する前の年に指針を

改定しているが、現在までその後の改定はしてない状況で

ある。国は、毎年、人権教育・啓発白書を作成し、様々な

人権問題に触れているが、この表題については、女性に関

する問題として取り上げている。また、他県の自治体の指

針を見ても、男女共同参画に関する問題よりは、女性に関

する問題という表題にしている自治体が多い状況である。 

 

委  員    国が女性という言葉を使用している中で、今の質問のよ

うな内容はどのように整理しているのだろうか。 

 

事 務 局    国や他の自治体の指針では、先ほど言われた男女共同参

画に関する問題、これまで審議会などでも意見の出ていた

ＤＶの問題、あるいは最近の女性の活躍に関する問題等す



べてが含めてある。ただ、それをさらに細分化しているよ

うな指針は、他の自治体では今のところ見たことがない。

現状では、女性というくくりの中に入っている。ただ、も

ちろんＤＶの問題等は、女性だけではなく男性が被害にな

る場合もあり、委員の皆様から良い意見をいただいたので、

細かい部分についても今後改めて検討したいと考えている。 

 

委  員    国や山口県が女性という表題にしていたとしても、宇部

市が先行して別の表題にしても良いと思う。もし、変える

となれば、きちんと理由を考えることが非常に大切なこと

なので、どのように考えてそのようにしたのかきちんと整

理しておかないといけない。国や山口県よりも先行して良

いものを作ればこれは良い話だけど、足元をすくわれるよ

うなものを作ると後々困ったことになる。そこをよく整理

していかないといけない。だから、宇部市が先行してする

のであれば、国や山口県がどういう理由でそのような表題

にしているかわからないままするのではなく、そのあたり

をしっかり踏まえた上で、本当に何が大事かということを

整理していく必要がある。 

 

    会  長    今の意見について事務局から回答をお願いしたい。 

 

事 務 局    今、委員の皆様からいただいた意見や国や山口県の指針

の意図についても確認を取りながら実施していきたい。ど

のような項目であげればよいかということも検討し、次回

の審議会で再度提案したいと思う。 

 

    会  長    その他に何か質問はあるだろうか 

 

委  員    今回の背景に直接具体化した形で入れるべきかどうか

はわからないが、私の一つの問題意識として、子どもに関

する問題がある。最近、ヤングケアラーに関する問題も社

会問題となっているので、一つの項目として入れてもらい

たい。もう一つは、インターネットに関する問題に入るの

かもしれないが、個人情報の自己コントロール権というか、

最近マイナンバーも含めて個人の情報が集約されるという

ことが多くなってきている。また、それが本人の知らない

ところで、他人に提供されたりするという問題があって、

ＥＵはかなりそれに対して厳しい法規制がなされようとし

ているが、日本ではそれに逆行するような傾向があると感



じている。そういう点でも、個人情報の自己コントロール

権に関する問題というか、これからすべての国民が関わっ

てくる問題だと思うので、ぜひ、問題意識として、どこか

に留めておいてもらいたいと思う。 

 

    会  長    その他に何か質問はあるだろうか 

 

   委  員    今、国でこども家庭庁が発足されようとしている。個々

がどういう活動をしていくのかはわからないが、こういっ

たところからのいろいろな指針に関わるものもこの指針の

中に入れたらよいと思う。そういう流れもぜひくみ取って

いただきたい。あとは、セクシャル・リプロダクティブ・

ヘルス／ライツという観点も、ここの中には抜けているの

で、産む権利といった問題や、そのような新しくできた権

利に対して、どのように取組んでいくかということを入れ

てもらいたい。せっかく新しいものに作り替えていくので

あれば、新しい権利に沿って新しい人権を守るということ

を示していく方がいい。旧態依然のままではなくて、せっ

かく新たに作るのであれば、そのようなものも考慮の中に

入れて、もう少し広い範囲でどこに入れていくかというこ

とを考えてもらいたい。ついでに言うと、コロナ禍で、い

ろいろコロナに関する差別も起きている。先程、ハンセン

病の話も出たが、病気とか感染症に関する人権の問題とい

うことも、どこかの項目に入れたらよいのではないかと思

う。 

 

    会  長    今の意見について事務局から回答をお願いしたい。 

 

事 務 局    今のヤングケアラーやこども家庭庁のこと、産む権利等

についても、しっかり情報を集めて、できるだけ指針に盛

り込むようにしていきたいと思う。また、情報の自己コン

トロールの話もあったが、宇部市としても、今後、ＳＮＳ

等、投稿する前に少し考えて投稿してもらえるような取組

も考えていきたいと思っているので、今後、いろいろご意

見をいただきたいと思う。 

 

    会  長    その他に何か質問はあるだろうか。 

 

委  員    質問というよりはお願いになるのかもしれないが、今回

のような指針や計画を策定するときなど、各関係団体や行



政でも課を横断するような意見の取りまとめがあると思う。

私は、障害者の団体からの委員として選出されているのだ

が、障害福祉課との意見交換や障害と言ってもいろいろな

団体があるが、そういったところへのヒアリングみたいな

ものはあるのだろうか。先日も障害者福祉計画の改定があ

ったが、その時も、このような会議や自立支援協議会があ

るにもかかわらず、それらの各団体へのヒアリングがない

まま、素案が出てきた。そのようなときに、私個人の委員

の判断だけで決めてよいのかという不安がすごく大きい。

先ほど個々に諮ると言われたが、この項目の順番もそうで

あるが、私自身の中の偏った意見になってしまう。そうい

ったところの不安が私自身大きいので、計画とか指針を立

てるときには、各関係機関団体等の連携を密に行っていた

だければと思う。 

 

    会  長    今の意見について事務局から回答をお願いしたい。 

 

事 務 局    人権施策を進めていく中で、人権の問題はいろいろ多岐

にわたるので、宇部市人権施策推進連絡協議会を要綱で設

置している。その中で、障害者の関係課、高齢者の関係課、

その他いろいろな課とも、指針の改定を進めていく中で協

議をしながら進めていきたいと考えている。障害の問題に

ついて言えば、障害福祉課が策定している障害者福祉計画

の方でも、いろいろ当事者団体から意見を集めて、進めて

いる部分もあると思う。また、最終的には、パブリックコ

メントという形で、市民からの意見も直接拾えるように実

施していきたいと考えている。 

 

    会  長    その他に何か質問はあるだろうか。 

 

委  員    今のこととも関連してくるのだが、今後のスケジュール

について聞きたい。今日、それぞれの人権問題の関係団体

の専門性をもった委員が出席されていると思う。私は、同

和問題に関して、今の指針の不十分なところとか、この間

の動向とか、人権に関する市民意識調査の結果を踏まえて

このような内容が良いのではないのかという要望がある。

それぞれの団体も、宇部市が取組んでいるこれまでの不十

分な点や改善してほしい点を持っていると思う。次の審議

会で、そのことを言ったら良いのか、それとも、今日、こ

の場でとりあえず現状を言っておけば、次の素案の作成に



反映されるのかが知りたい。今の段階でも、意見を聞いて

おく必要があるのであれば、委員それぞれの立場で、現行

指針に対する要望を言っておくべきではないかと思う。こ

れまで質問ということで、ずっと対応していたので、要望

ということも可能であれば発言したい。 

 

    会  長    今の意見について事務局から回答をお願いしたい。 

 

事 務 局    今回の指針の改定にあたっては、全体をすべて大きく作

り直すというよりは、あくまで現行の指針をベースに細か

いところを改定していこうと考えている。進め方としては、

最初に説明したとおり、章ごとくらいで作成していき、一

章一章、委員の意見を聞きながら、改定を進めていきたい

と考えている。本日の審議は、あくまで全体の骨格という

か、表題の部分で、こういう形の表題で全体を進めていく

方針で良いだろうかということの審議なので、詳細な内容

については、今後、審議を進めていく中で改めて意見をい

ただきたいと考えている。 

 

会  長    また、別途機会を設けるということなので、各委員の皆

様もそれまでにご意見をまとめておいてもらえればと思う 

 

    会  長     その他、質問はあるだろうか。質問がなければ議題（１）

について採決を取りたいと思う。宇部市人権教育・啓発

の改定について、先程、委員の皆様からいただいた意見

を事務局（案）に加え、作業を進めていくことに、賛成

の方は挙手をお願いする。 

 

 <採  決>       － 挙手多数 － 

 

 会  長     賛成多数により議題（１）については承認することとす

る。 

つづいて、その他について、事務局から何かあればお願 

いしたい。 

 

(２) その他 

事 務 局     昨年度から長期間にわたり委員の皆様に審議いただいた

宇部市パートナーシップ宣誓制度について、昨年９月１日

から予定どおり導入することができた。令和４年１月４日

時点で、全国１４７の自治体が導入しており、年々、導入



自治体が増えている。また、本市でも２組の宣誓者が誕生

し、制度に関する市民からの問い合わせも増えてきている。

引き続き制度の周知に取組んでいきたいと考えている。 

 

会  長     他に何か質問はあるだろうか。 

 

    － 質疑なし － 

 

         以上、すべての質疑応答が終了        

 

５ 閉会  

 

 


